
更生保護施設における C型肝炎患者の拾い上げと治療の取り組み 

 

 

 研究の対象となる方                                          

2014 年 4 月から 2022 年 3 月までに福岡市内の更生保護施設 3 施設に入所した 1984 名の

うち、問診・血液検査にて C型肝炎が疑われ、血液検査にて HCV抗体陽性であった 66名で

す。 

 

 目的・方法 

欧米では C 型肝炎の蔓延防止や、社会的弱者の救済のため刑務所内での C 型肝炎のスク

リーニングや治療介入がおこなわれていますが、本邦では刑務所内の治療介入は困難な状

況です。当院では法務省と連携し、更生保護施設入所者への医療支援をおこなっており、問

診・血液検査で C 型肝炎が疑われる患者様は当院を受診して頂き、治療が必要な方には治

療をおこなっています。 

今回、わたしたちは更生保護施設入所者の C 型肝炎罹患率、肝機能、治療効果等について

検討をおこないます。この研究で収集致しました情報は個人情報を削除し、当院内で情報を

集約し、解析・検証をおこないます。 

 

 研究に使用する情報 

年齢、性別、血液検査結果など診療の中で得られた情報を使用します。この研究のために新

たな検査や調査をお願いすることはありません。 

 

 お問い合わせ 

本研究に関するご質問等がありましたら、下記の連絡先までお問い合せください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

関連資料を閲覧することが出来ます。また、本研究の成果は学会等での公表を予定しており

ますが、個別にご説明することも可能です。いずれも下記へお申し出ください。 

試料や情報が本研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 

連絡先 
福岡県済生会福岡総合病院 肝胆膵内科 宮崎 将之 

住所：福岡市中央区天神 1-3-46   電話：092-771-8151（代表） 

 

                                                    以上 


